
 

 
 
 

調査目的 
・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学 

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

 

調査結果（小学校）                    （単位％） 

国  語 富士見市 埼玉県 全国(公立） 

平均正答率 60  63  60.9  

学習指導要領の 

内容別平均正答率 

言葉の特徴や使い方に関する事項 67.6  69.3  66.8  
情報の扱い方 51.9  53.8  52.3  

話すこと・聞くこと 65.4 67.9  65.8  
書くこと 45.9  47.7  45.7  
読むこと 62.0  66.7  65.9  

  
算  数 富士見市 埼玉県 全国(公立） 

平均正答率 56  57  56.4  

学習指導要領の 

内容別平均正答率 

数と計算 60.7  61.4  61.1  
図 形 54.3  56.2  55.3  
測 定 79.0  79.3  78.1  

変化と関係 41.6  42.0  41.1  
データの活用 48.1  49.6  48.6  

 
※  富士見市の値が全国値以上：太字 
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調査結果（中学校）                    （単位％） 

国  語 富士見市 埼玉県 全国(公立） 

平均正答率 65  66  63.9  

学習指導要領の 

内容別平均正答率 

言葉の特徴や使い方に関する事項 64.3  65.0  63.0  
情報の扱い方 73.7  73.0  70.4  

話すこと・聞くこと 63.9  65.9  63.9  
書くこと 67.9  69.1  67.4  
読むこと 62.4  62.2  59.7  

  
数  学 富士見市 埼玉県 全国(公立） 

平均正答率 58  59  57.0  

学習指導要領の 

内容別平均正答率 

数と式 69.0  69.1  67.8  
図 形 49.9  52.2  48.7  
関 数 55.3  56.7  54.8  

データの活用 53.6  55.7  53.5    
（単位 IRT スコア） 

  
※1 IRT（Item Response Theory：項目反応理論）スコア…各設問の正誤パターンの状況

をもとに、学力を 500 を基準にした得点で表すもの。 

※2 調査を受けた生徒の総数による算出ではなく、公開問題を回答した生徒の平均正答率。 

※  富士見市の値が全国値以上：太字  

英  語 富士見市 埼玉県 全国(公立） 

平均 IRT スコア※1 501 507 499 

学習指導要領の 

内容別平均正答率 

※2 

聞く 63.3  64.0  62.8  
読む 61.4  62.2  60.0  

話すこと 35.9  38.7  36.7  
書く 42.7  46.1  43.1  



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校国語 

〇文章を読んで理解したことを整理したり、理解したことの中から既有の知識や経験などに結び 
付くものを考えたりしながら自分の考えをまとめるなど、「読むこと」に関する問題の正答率が高
くなっています。 

●「読み手にどのように読み進めていってほしいか」という目的を明確にし、児童自身が目的に応
じて、ふさわしいつながりや配列を考えて書き表すこと、段落相互の関係に注意し、文章の構成
を考えるなど、「書くこと」に関する問題に課題があります。 

富士見市の現状 

【課題がみられた問題① ２－2】正答率４８．２％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【正答】１ 
 

【課題解決に向けて①】 
◎「書くこと」の学習などにおい

て、情報と情報との関係につい
て理解することが重要です。 

・教師や友達と交流したり、児童
自身が読み手の立場に立って
振り返ったりすることにより、
具体例を想起できるようにな
ります。 

・自分の伝えたいことを明確に
した上で、それを支える理由や
事例を複数挙げ、最も適したも
のを根拠として、自分の考えを
書き表すことが大切です。 

【課題解決に向けて②】 
◎「読み手に納得してもらうため

に、根拠となる客観的なデータ
や事例を引用し、自分の考えを
書き表すことが重要です。 

・自分の考えが伝わるように引
用して書いている文章と、引用
して書いていない文章を読み
比べるなど、「どちらの文章が
説得力があるか。」、「著作権を
尊重し、保護するためにはどち
らの文章がよいか。」などにつ
いて、理由を含めて話し合うよ
うにすると効果的です。 

【課題がみられた問題②２－４】正答率２７.０％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文（全文）は国立教育政策研究所ホームページで公開されています 
https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html 

https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校算数 

【課題がみられた問題】  ４－（３）】正答率１８．０％ 

さくらさんたちは、前半と後半のあやとりやかるたに参加する１年生の人数を下の表にまとめま
した。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 さくらさんたちは、あやとりに参加する１年生にひもをわたします。 
 わたすひもの本数を知るために、表からあやとりに参加する人数を調べると、次のことがわか

ります。 
 
 
 
 
 上の○ア 、○イ に入る数を、それぞれ書きましょう。 

【課題解決に向けて】 
〇表したいデータをわかりやすく整理するために、どんな表やグラフが使われているのかに着

目し、様々な表やグラフの特徴を捉えながら、データを読み取ることが大切です。 
 ・二次元表は、２つの観点により数量が縦軸と横軸に分けてまとめられており、一目で全体

像を把握することができるため、落ちや重なりなく数量を捉えることができるとともに、
データの比較や検証がしやすいというよさがあります。 

問題文（全文）は国立教育政策研究所ホームページで公開されています 
https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html 

前半にあやとりに参加する人数は ○ア  人です。 

前半はかるたに参加し、後半はあやとりに参加する人数は ○イ  人です。 

【正答】 ○ア →１３ ○イ →８ 
※正答を導き出すためには、二次元表（２つの観点で分類したデータを整理した表）を正
確に読み取る力が求められます。 

表やグラフは、社会科、理科、家庭科など、様々な学習場面で活用され
ています。日常生活でもよく目にすることがあるので、そのグラフを使
って何をわかりやすく伝えようとしているのか考えてみましょう。 
 

○示された条件をもとに、直方体の三つの辺の長さの合計の求め方を数や言葉を用いて
記述する問題や、数を四捨五入して概数で表す問題の正答率が高い傾向が見られます。 

●立方体の体積の計算による求め方の理解や異分母の分数の大きさを判断し、その理由
を数や言葉を用いて説明すること、二次元の表から条件に合う数を読み取ることに課
題があります。 

富士見市の現状 

縦の列と横の行が入り組んでいて、データを
読み取るのが難しい 

https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html


 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○「話し合った情報と情報との関係を理解し使う問題」の正答率は高い傾向が見られます。 
●「必要に応じて質問しながら話の内容を捉える問題」の正答率は低い傾向が見られます。 

【課題解決に向けて】     
◎書いた文章について、他人との交流を基にして「この文章のよい点や改善点」と「今後、随筆

を書くときに生かしたいこと」を書く。 
その際の視点については、文章の書き手が目的と意図に応じてどのような表現の工夫をし、 
それはどのような効果があったかなどについて検討することが考えられる。また、どのように 
改善するとよいかなど、次の自分の書く活動へ生かす具体的な視点を得ることも重要である。 

問題文（全文）は国立教育政策研究所ホームページで公開されています 
https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html 中学校国語 

富士見市の現状 

正答 【３】 

書き手の工夫としては、
「私には趣味がある」とい
う書き出しや”スケッチブ
ック”を”相棒”と表現した
ことが挙げられるね。 

課題がみられた問題（抜粋）】   ３四 正答率４３．１％  

正答例 
〈よい点や改善点〉 
スケッチブックを「相棒」と表現したのはよかっ
た。しかし、他にもふさわしい言葉があったかも
しれない。 
〈生かしたいこと〉 
読み手の印象に残るように比喩を用いる。その
際、選んだ言葉がふさわしいかどうかを考える 

https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html


 
 

 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題がみられた問題 ９―（３）】正答率２６．４％ ※問題文一部省略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校数学 

○具体的な場面で、正、負の数を用いて変化や状況を表すことができるかどうかをみる問題や
文字を使って数の性質を説明できるかどうかをみる問題の正答率は、高い傾向が見られます。 

●データの傾向をとらえ、数学的な表現を用いて説明することに課題があります。 

富士見市の現状 

問題文（全文）は国立教育政策研究所ホームページで公開されています 
https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html 

 
 
 
 
 
 
 

（３）保健委員の桃音さんと悠真さんは、自分たちの学校の全校生徒３００人を対象に、ある日の起床時刻と就寝時
刻を調査し、睡眠時間の分布の傾向を調べることにしました。 

悠真さんが調べたことの２つの度数分布多角形を比較すると、「就寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３時以降
の生徒の方が睡眠時間が短い傾向にある」と主張することができます。そのように主張することができる理由を、悠真さ
んが調べたことの２つの度数分布多角形の形と位置を比較して説明します。桃音さんのまとめを参考にして、下の説明を
完成しなさい 
 説明 
 
 
したがって、就寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３時以降の生徒の方が睡眠時間が短い傾向にある。 

正答例︓ 
例）２つの度数分布多角形が同じような形で、就寝時刻が２３時より前の生徒の度数分布多角形よりも、就寝時刻
が２３時以降の生徒の度数分布多角形の方が左側にある。 

【課題解決に向けて】 
・データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角

形の特徴を基に説明できるようにすることが大切です。 
・普段の学習から考察する場面では、数や形がもつ意味を

捉え、数学的な表現を用いて説明することを大切にしま
しょう。 

データの傾向を的確に捉え、二
つの図形の形や位置を比較して
説明することが大切だね。 

 

【桃音さんのまとめ】２つの度数分布多角形は同じような形である。また、２つの度数分布多角形はほぼ同じ位置に
ある。したがって、起床時刻が７時より前の生徒と７時以降の生徒の睡眠時間は同じような傾向にある。 

https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html


 
 

小学校 中学校 
〇朝食を毎日食べていますか 
◎先生は、あなたのよいところを認めてく

れていると思いますか 
〇人が困っているときは、進んで助けていますか 
〇いじめは、どんな理由があってもいけな

いことだと思いますか 
〇人の役に立つ人間になりたいと思いますか 
◎普段の生活の中で、幸せな気持ちになる

ことはどれくらいありますか 
☆５年生までに受けた授業で、PC・タブレ

ットなどの ICT 機器を、どの程度使用し
ましたか 

☆５年生までに受けた授業は、自分にあっ
た教え方、教材、学習時間などになって
いましたか 

☆総合的な学習の時間では、自分で課題を
立てて情報を集め整理して、調べたこと
を発表するなどの学習活動に取り組んで
いますか 

☆あなたの学級では、学級生活をよりよく
するために学級会で話し合い、互いの意
見のよさを生かして解決方法を決めてい
ますか 

☆毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 
〇毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 
◎先生は、あなたのよいところを認めてく

れていると思いますか 
〇いじめは、どんな理由があってもいけな

いことだと思いますか 
〇人の役に立つ人間になりたいと思いますか 
◎授業や学校生活では、友達や周りの人の

考えを大切にして、お互いに協力しなが
ら課題の解決に取り組んでいますか 

〇道徳の授業では、自分の考えを深めたり、
学級やグループで話し合ったりする活動
に取り組んでいますか 

☆国語の授業の内容はよく分かりますか 
☆英語の授業で学習したことは、将来、社

会に出たときに役に立つと思いますか 
☆１、２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだ

りしたことについて、生徒同士で英語で問答したり
意見を述べ合ったりする活動が行われていましたか 

☆１、２年生のときに受けた授業では、聞いた
り読んだりしたことについて、その内容を英
語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書
いたりする活動が行われていましたか 

 
 

小学校 中学校 
・自分と違う意見について考えるのは楽し

いと思いますか 
・あなたの学級では、人と違う意見を言っ

ても否定されないと思いますか 
・学級会における学級での話合いを生かし

て、今、自分が努力すべきことを決めて
取り組んでいますか 

・自分と違う意見について考えるのは楽し
いと思いますか 

・あなたの学級では、人と違う意見を言っ
ても否定されないと思いますか 

・１、２年生のときに受けた授業で、PC・
タブレットなどの ICT 機器を、どの程度
使用しましたか 

 
 
 
 

質問紙調査 
９割以上の児童生徒が肯定的に回答した項目 
（◎９割以上で全国よりも高い ○９割以上 ☆全国よりも高い） 

・友達やメディアなどから自分と異なる考え方に気づいたとき、自分と異なるからとい
って否定せずに一度受け止め、「どうしてそう思うのかな」と考えてみましょう。 

児童生徒の回答で課題となっている項目 
 

課題解決に向けて 


